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深層崩壊と上高地の自然史
Large-scale bedrock landslide and the evolution of natural history in Kamikochi Valley,
northern Japanese Alps
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上高地は氷河性の谷や圏谷，周氷河性の岩屑被覆斜面，河川性の氾濫原のほかに高山帯－亜高山帯の植生連続
帯からなる圧倒的な景観によって構成される。このため，この景勝地には多くの登山者や観光客が訪れる。上
高地でなされた第四紀地形学・地質学的研究は過去数十年間に大きく進展してきた。これまでの研究では第四
紀の氷河作用や周氷河作用が強調されてきたが，上高地は火山・地震性の活動環境下にあるにもかかわらず地
すべり作用の役割については必ずしも焦点が合わせられてこなかった。筆者らの最近の地形学的再評価によれ
ば，岩盤の重力変形に関連した大規模岩盤地すべりは上高地における景観（地形と植生）の発達に影響を及ぼ
す要因であることが判明してきた。 
 たとえば，弁天沢岩石なだれと明神池岩石なだれは，堰き止め性の湖沼や氾濫原をもたらした河道閉塞を起こ
してきた。岳沢岩石なだれは岩塊流のように表層土壌を欠いた岩塊原を形成した。玄文沢岩石なだれは5-10
mの高さを持つ多数の流れ山を形成した。 
 地すべり堆積物は，地すべり地以外の場所とは異なる特有の自然環境を醸成してきており，これが多様性に富
むユニークな景観の形成をもたらしてきた。筆者らは，上高地の大規模岩盤地すべりをとらえた編年表や地形
学図，斜め空中写真を提示する予定である。
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